
レーザーを照射 し,同 部の電気 メス処置 を対照 と

した。照射後,経 時的に組織 を採取 し,パ ラフィ

ン切片を作製 した。病理組織学的検討の後,ア ク

チ ンに関与す るHsp27に 対す る抗体,熱 刺激に

よ り誘導 され るHsp70に 対す る抗体,お よび,

筋細胞マーカーであるデス ミンに対す る抗体を用

いた免疫組織化学的検討を行った。

レーザー照射直後に照射部位は壊死 に陥 り,照

射6～12時 間後では壊死巣辺縁部の筋線維 は断

裂 していた。1日 後の壊死巣内部では,紡 錘形細

胞が少数み られ,3日 後では,壊 死巣内の紡錘形

細胞は数を増 していた。5～7日 後の壊死巣には

多数の再生筋線維がみ られ,レ ーザ ー照射後10

日では,再 生筋線維は太 さを増 し,壊 死組織は消

退 していたが,電 気 メス処置で は処置後14日 に

おいて壊死組織が残存 していた。

DesminとHsp27の 染色性 は照射直 後～12時

間後の壊死巣で消失 していた。1日 後以降の壊死

巣には,Desmin陽 性 の紡錘形細胞がみられたが,

Hsp27陽 性細胞はみいだされず,Hsp27は 照射後

10日 の太い再生筋線維に局在 していた。Hsp70陽

性反応 は照射後12時 間～3日 において,壊 死巣

と正常筋組織の境界部でみ られた。

以上の結果か ら,レ ーザー照射後1日 か ら幼若

な再生筋細胞が壊死巣に出現 し,そ れ ら再生筋細

胞 は成熟す るとHsp27陽 性 となることが示 唆 さ

れ た。 また,レ ーザ ー照射後筋組織 のHsp70局

在状況 は,レ ーザー照射後歯肉におけるHsp70

の局在状況 と同様であること,お よび,電 気メス

処置後の治癒期間と比べ,レ ーザー照射後の治癒

期間が短いことが確認された。

5)凝 固モー ド炭酸ガスレーザー照射後ラッ ト

顎二腹筋の組織変化

○加藤 美菜

(奥羽大 ・大学院 ・口腔病理)

凝固モー ド炭酸ガスレーザーを照射された筋組

織の反応は充分には解明されていない。本研究で

は,凝 固モー ド炭酸ガスレーザー照射を受けた筋

組織 に生 じる変化を病理組織学的,お よび,免 疫

組織化学的に検討 した。

実験ではラット顎二腹筋に凝固モー ド炭酸ガス


